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会長報告 髙橋 義詔 会長①
こんばんは。
今日、午前中は交通安全街頭啓発にも多くの会

員の皆様にご参集賜りお礼申し上げます。⑤
18日は遠軽町例大祭が行われました。遠藤会

員が祭典委員長、私が副委員長ということで4年
ぶりに制限無しでの神輿渡御が盛大に行われまし
た。天候につきましては曇りのち雨ということで
今一でした。その原因はいまだ不明であります。

年に一度、遠軽神社の御霊が元気な若衆たちに
よって街を練り歩くというのは素晴らしいことだ
と再認識しました。今回祭典副委員長になったこ
とで事前の会議から準備作業、宵宮祭、例大祭、
後日祭、後片付け全て参加させていただきまし
た。祭典委員会の高齢化や参加人数の減少など課
題もありますが、これからも毎年続くよう願うば
かりです。来年は私が祭典委員長を務めさせて戴
きますので、今から日々精進したいと思います。

さて、本日は夜間例会：親睦懇親会です。親睦
が第一の遠軽RCらしく、しっかりと懇親を深め
てください。（懇親会の模様は2面）

幹事報告 大西 孝拡 幹事②
１．ロータリー財団補助金管理セミナー開催につ

いて：10月22日㈰、紋別市で開催される当該
セミナーはクラブより１名以上の参加が次年度
の補助金申請の絶対条件となっております。担
当委員会へは個別にご案内しておりますが、参
加希望の方は事務局までお知らせ願います。
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第３０８８回例会記録

★開 会 点 鐘：髙橋 義詔 会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：手に手つないで
★四つのテスト：－

日時：2023年 ９月２１日㈭18:00～
会場：ホテルサンシャイン２Ｆ
司会：加藤 幸徳 ＳＡＡ④
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㈭ 12:30～

9月
28日
㈭ 12:30～

委員会報告
◇本間 克明 会員(遠軽商工会議所専務理事)③

来月の18日㈬、料飲店組合、遠軽町観光協会
の後援を得、「遠軽はしご酒」大会を実施しま
す。チケット1枚3,900円で午後6時から8時半ま
で4店舗回れます。受付はメトロプラザで午後5
時から、1人から4名まで参加できます。40店舗
以上の料飲店が参加します。この催しは十数年前
にもやったことがあるようです。

はしご終了後、ハズレなし抽選会があります。
【名前等後の○数字は写真の番号】

委員会担当例会
職業奉仕委員会

会員卓話
メディア委員会

佐藤 直也 委員
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9月14日 43 41 30 73.2％
9月21日 43 41 30 73.2％
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本日のプログラム ゲスト卓話
再生するために平成17年に合併した。自治体の役
割はインフラ、教育です。道路、水道など、イン
フラがなければ人は住みません。

教育は市町村の仕事として小学校、中学校があ
ります。更に、福祉、医療、産業振興、雇用、そ
して防災。これらの役割を果たすために、財政と
経済が大事です。

国は国道、国立大学などいろいろやってます
が、重要な安全保障と外交を担っています。

国は、敵から国民を守り、そして経済を回し
て、国民の生活を守ることです。当然、経済を回
したり、国を守る人間作りは教育です。

一次産業振興局別ランキングでは、農業生産高
は1番十勝、2番オホーツク。漁業生産高は1番オホ
ーツク。森林面積も1番オホーツク。遠軽町1位。

我々のオホーツクというのは、いかに一次産業
で成り立っているかということです。

遠軽町の就業人口の中で占める割合は、実は一
次産業は8%を切るぐらい。しかし、一次産業があ
るから、遠軽町で皆さんがいろいろな商売がやれ
る。出先機関、出張所などもある。

遠紋地域の総面積はオホーツクの半分です。こ
れは愛知県や千葉県とほぼ同じ面積です。これだ
けの広大な面積で、遠軽町はこの地方の一次産業
を支える中心地としての存在意義があります。
近隣を含めて、当然、商業があり一次産業が支え
ているわけです。我々の北海道は一次産業で日本
を支えているわけです。

医療の面では遠軽厚生病院がありますが、特に
脳外科は今も北見に運ぶしかない。だから近隣市
町にとって遠軽～安国通って北見に行く道路は大
事です。道が画計を作って、国家公務員の医者を
育て、配置する発想はないのかと思います。

また、「下宿」に補助金をだしていますが、遠軽
高校に町外から来た生徒は必ず住民票を移すので、
交付税にカウントされます。

持続可能なマチをこれから作っていかなければい
けません。何を我慢し何を作って守るかということ
をただ行政改革と言うだけじゃなく、みんなが本当
に自分の家だったらどうする、自分の会社だったら
どうする、最終的に何を守るかを考えなきゃいけな
いと思います。

北海道は広大な面積に人口が点在してるから、コ
スパは悪い、一番は病院。それから、JR、石北線。
人のいないところにずっと線路走らせて維持してい
くから収支悪いのは当たり前。

しかし、広大な面積に人口が点在しているから食
料を生産できるのです。一次産業を守っているのは
我々です。食料の安全保障を我々が守っているんで
す。国を守る自衛隊の演習場として使われているの
も、訓練できる広大な場所が北海道にしかないから
です。

北海道の価値を都市部の人に理解してもらうべき
だと私は強く思っています。

我々の地域のあり方、そしてこれからどうしなけ
ればいけないか、それはどういう問題があるか。我
々は自分が持ってる価値を皆で、特に遠軽を中心に
発信をしていきたいと思います。
【木村副会長②がお礼の品を町長①に渡しました】
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